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国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
協
力
法
が
、
七
月
の
参
院
選
の
大
き
な
争
点
と
し
て
浮
上
す
る
な
ど
、
国
際
貢
献
の
在
り

方
を
め
ぐ
る
議
論
が
高
ま
る
中
で
、
県
内
に
拠
点
を
置
く
民
間
海
外
援
助
団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｉ
非
政
府
組
織
）
の
活
動
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
現
地
の
実
情
に
合
っ
た
″
草
の
根
″
活
動
を
身
軽
に
展
開
で
き
る
の
が
特
徴
で
、
既
に
十
年
以
上
前
か
ら
医
療
、

教
育
、
農
業
な
ど
の
分
野
で
活
発
な
国
際
貢
献
を
続
け
て
い
る
。
県
下
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
躍
ぶ
り
と
課
題
な
ど
探
っ
た
。

　
岡
山
市
内
に
本
部
を
置
く
　
七
月
か
ら
ネ
パ
ー
ル
の
ブ
ー

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医
師
連
タ
ン
難
民
、
九
月
に
は
国
連
が

絡
協
議
会
）
」
。
ア
ジ
ア
十
三

力
国
の
医
療
関
係
者
四
百
人
で

構
成
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ピ
ナ

ト
ゥ
ボ
火
山
被
災
者
を
は
じ
め

湾
岸
戦
争
に
よ
る
ク
ル
ド
難
民

や
、
ネ
パ
ー
ル
、
内
戦
の
あ
っ

た
エ
チ
オ
ピ
ア
な
ど
で
診
療
を

行
っ
て
い
る
。

　
今
年
四
月
上
旬
に
は
約
半
年

間
の
予
定
で
、
バ
ン
グ
ラ
デ

－
ク
化
に
取
り
組
む
民
間
団
体
で
、
相
手
の
自
立
を
促
す
支
援

「
南
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
岡
山
」
　
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
「
ネ
パ

　
こ
の
ほ
か
、
岡
山
市
出
石
町
会
代
表
―
成
羽
町
下
厚
―
は

の
店
舗
で
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
　
「
地
道
な
募
金
活
動
で
、
設
立

の
手
工
芸
品
な
ど
売
る
「
コ
ッ
当
時
の
盛
り
上
が
り
は
な
い
の

ト
ン
古
都
夢
」
は
、
経
費
を
除
が
事
実
。
ス
ラ
ム
の
実
情
を
知

く
売
上
金
を
、
各
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
ら
な
い
人
が
多
い
が
展
覧
会
な

資
金
協
力
す
る
公
益
信
託
ア
ジ
ど
続
け
て
が
ん
ぱ
り
た
い
」
と

ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ト
ラ
ス
い
う
。

ト
（
事
務
局
東
京
）
な
ど
通
し
　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
支
援
の
た

支
援
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
直
面
し
て
い
る
大

き
な
課
題
の
Ｉ
つ
が
活
動
資

金
。
「
年
間
予
算
は
数
十
万
円

か
ら
百
万
円
単
位
ま
で
、
お
お

む
ね
小
規
模
」
と
田
中
・
南
北

2
5
団
体
が
草
の
根
活
動

資
金
、
情
報
基
地
作
り
急
務

取
り
組
む
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
帰
　
「
代
表
・
田
中
治
彦
岡
山
大
助
－
ル
や
ぎ
銀
行
協
力
会
」
（
事
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
は
説
明
す

還
の
医
療
活
動
に
も
参
加
す
教
授
）
の
ま
と
め
で
は
、
Ｎ
Ｇ

シ
ュ
ヘ
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
。
る
。
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
全
世
○
約
二
十
五
団
体
が
、
県
内
に

日
本
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ネ
界
か
ら
約
八
十
団
体
が
活
動
し
事
務
局
や
支
部
を
置
い
て
い

パ
ー
ル
の
医
師
が
協
力
し
、
二
て
お
り
、
風
土
民
の
治
療
、
地
る
。
設
立
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
難

土
八
万
人
と
も
い
わ
れ
る
ミ
雷
で
け
が
を
し
た
患
者
の
診
療
民
問
題
の
浮
上
し
た
昭
和
五
十

ャ
ン
マ
ー
難
民
を
診
療
、
寄
生
を
す
る
予
定
」
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
　
五
年
ご
ろ
が
ピ
ー
ク
。

虫
駆
除
な
ど
に
当
た
っ
て
い
　
さ
ら
に
、
来
年
五
月
に
ア
ジ
　
タ
イ
プ
は
、
対
象
地
域
に
赴

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
の
医
師
ら
に
よ
る
「
ア
ジ
ア
き
直
接
支
援
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

　
「
現
地
の
事
情
に
詳
し
い
地
多
国
籍
医
師
団
」
を
結
成
す
る
。
よ
う
な
「
直
接
支
援
型
」
と
、

元
医
師
も
参
加
し
、
そ
の
溺
限
　
「
難
民
や
災
害
被
災
者
へ
速
や
募
金
な
ど
の
援
助
、
パ
ネ
ル
展

り
で
な
く
継
続
し
た
診
療
、
衛
か
に
対
応
し
た
い
」
と
意
欲
的
示
で
現
地
の
様
子
を
知
ら
せ
る

生
体
制
を
整
え
た
い
」
と
菅
波
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
後
方
支
援
型
」
が
あ
る
。

茂
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
は
い
う
。
　
国
際
協
力
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
　
多
く
が
後
方
支
援
タ
イ
プ

務
局
岡
山
市
）
は
バ
ザ
ー
な
ど
る
。

に
よ
る
浄
財
で
、
ネ
パ
ー
ル
の
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
よ
う
に
、
緊
急

農
村
な
ど
ヘ
ヤ
ギ
の
つ
が
い
を
支
援
が
必
要
な
災
害
援
助
、
難

貸
与
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ネ
グ
ロ
民
救
済
に
対
応
す
る
に
は
、
「
す

ス
島
の
困
窮
砂
糖
労
働
者
を
支
ぐ
動
け
る
資
金
確
保
が
必
要
」

援
す
る
「
ネ
グ
ロ
ス
・
キ
ャ
ン
　
（
菅
波
代
表
）
。
タ
イ
の
ス
ラ

ペ
ー
ン
岡
山
」
（
同
）
は
、
募
ム
支
援
を
し
て
い
る
「
ク
ロ
ン

金
な
ど
の
浄
財
を
東
京
本
部
を
ト
イ
の
会
」
（
事
務
局
成
羽
町
）

通
し
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
者
へ
は
、
絵
は
が
き
販
売
や
絵
画
展

送
金
。
「
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
集
ま
っ
た
約
千
四
百
万
円

を
建
設
、
農
業
技
術
指
導
を
し
で
、
ス
ラ
ム
地
域
の
学
校
建
設

て
い
る
」
（
梅
田
環
呼
び
掛
け
に
協
力
し
た
。

人
―
岡
山
市
田
町
）
　
　
　
　
　
加
賀
博
人
・
ク
ロ
ン
ト
イ
の

め
、
元
年
度
か
ら
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

ネ
パ
ー
ル
の
農
村
に
簡
易
診
療

所
を
開
設
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
へ
、

約
七
百
万
円
が
出
た
。

　
効
果
的
な
支
援
を
す
る
に

は
、
資
金
以
外
に
も
多
く
の
課

題
が
あ
る
の
は
確
か
。
菅
波
・

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
は
「
実
際
に
海

外
で
活
動
す
る
に
は
、
現
地
の

情
報
や
人
間
の
つ
な
が
り
が
重

ミャンマー難民の医療援助を終えて帰国した

医師らによるＡＭＤＡの報告会==岡山串内

事
業
補
助
が
始
ま
っ
た
。
本
年
要
」
と
指
摘
。
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
国

度
予
算
は
、
三
徳
四
千
万
円
。
レ
ベ
ル
の
支
援
は
、
足
り
な
い

　
ま
た
、
二
年
度
に
郵
政
省
が
と
こ
ろ
を
補
う
関
係
に
あ
る

　
「
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
貯
金
」
　
べ
き
で
、
国
の
資
金
、
外
交
ル

を
設
立
。
郵
便
貯
金
の
利
子
の
Ｉ
ト
と
、
現
地
の
実
情
に
詳
し

う
ち
二
〇
％
を
寄
付
し
て
も
ら
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
騎
報
な
ど
が
結

う
シ
ス
テ
ム
で
、
三
年
度
は
百
び
付
い
て
こ
そ
、
本
格
的
国
際

四
十
八
事
業
に
九
徳
千
三
百
五
貢
献
が
可
能
」
と
主
張
し
て
い

十
八
万
円
を
配
分
。
県
内
で
は
、
る
。
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